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パ ン 酵母 の 発 酵 能 低温感受性 変．異株の 分離 と製 バ ン へ の 応用

1協和 発 酵 ・東研 ）○ 京極泰久 1 大内弘 造
．

【
．
目的 】 パ ン 製齣 合理 化方策 の 一っ として 蔽 蜘 製パ ン 法が 行 わ れ て い る

1
．ζ櫨

小 麦 粉 ・砂糖 ・食 塩 等 の 原 料 と イ ー
ス トを灘揖し て パ ン生垉を調 製 した 後、．そ れ を 底濂で

贓 し て お き 泌 要 な2 き に ホィ ・ ．を と．っ て 焼成す る も の で あ る

’
。

．
しか し∴従 来bパ ン 酵

母 鞭 肌 た 駘 に は ・鴟 贓 が長 時 問 に 及ぶ 姓 地 膨張杯 肌 、．正常 な・・ン が 焼け
な く婦 ・ 瀦 ら は こ の 原因蠏 搬 ・そ の 結果 に基づ い て パ ン 醐 の 発 酵能低 温 感難
変 異株 を 分離 す る こ と に よ

．
り目的に適 づ た菌 株を

．
育種す る こ と が で き た 。

．

防 法 お よ碓 剰 晦 パ ン 嘩
．
げ イヤ イ ース ト等 ） の U隰 射納 を 1・℃、呼 吸阻害

剤 ア ン チ マ ．イ シ ン 確 の 条件で 培 養 し 溌 酵 鰤 r低温域で 抑 制さ れ る ため に 増勸 ・遅 れ る

変異 株を ナ ィ ス タ チ シ ス ク リ ーニ ン グ 油 ・ よ 蝶 積 した ． そ の 中 か ら囎 で は 瓣 自珪が 極
め て 微 弱 で あ る が 常 温で 回 復す る変 異株を プ ・ ム ク レ ゾ ール パ ー

プ ル を含む カ ラ ＿プ レ
＿

ト上 で 選 択 し た ・ さ らに 艦 髄 用 い て 各種黼 度 の 生地 を つ く り 、 融遊 驫 で 〜 7
日 間貯鰍 ・3°℃ 腰 し

・
FermCgraph に よ っ て 生地 膨 張力を 測 定 し た ． こ の よ う な 嫐 め

選 択 を繰 り 返 し た 後 ・最 終的に RZT3株 等の 優良株 を 選 抜 した 。 RZT3株等 は 、25〜 40℃ で は
親 株 と 変 ら な い 強 い 発 酵 力 を示 し た が 、20℃ 以下で は 親 株 の 〜レ4に 低卞し 、 5℃以 下 で 蠹
黷 的 に 非 発醗 とな っ た ・こ の 性 黜 ま・従 即 ・ 峻 異株、．即 ち増 灘 の 低温感受 性 椥 、

は 見 られ な い 特 徴で あ ・ た ・RZエ3株 等 を 用い て バ タ ーm 一ル 、デ ニ 。 シ 。 ペ ス 砂 一 の リ
タ

ー
ド製 法 （低 温 貯 蔵 工 程 を 含 む ｝ 、食 パ ン の 冷蔵生 地製法等 を行 っ た と こ ろ 一

t
従 来 の パ

ン 酵 母 に 比 べ て 顕著 に 優れ た 成績 が 得 ら れ た 。

C・f （2・ 1d ミensit 二ve まer ・ ¢ ・t・ti ・n ） m ・t・乳tr ・ f　b・ kery　y ・ ast ・・ 1・。 1・ ヒi・・ and ・ PPIi −

Pation　七e　baking 　process
°Yastthlsa　Kyogoku 　and 　K〔｝zo 　Ouchi 　

．
（Toikyo　ReS 　Lab ，　Kyowa　旺akko ）

　 　　　 　　 　　 　　 融 含 運 伝 子 法 に よ る 清 酒酵 母 協 会 7 号 株 か ら

　　　4S5
　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　接 合 能 を 有 す る 株 の 効 率 的 分 離

　　　　　　　 O 中 沢 f申重 气 土 原 和 子 气 上 田 　努 a、原 島 　1＃・　．2．大 嶋 泰 治
：

　　　　　　　　　　　 （乙小 西 酒 造 （株 ） ． 2
阪 大 ・工 ・応 生 工 ）

　 　 【｛ヨ的 ］　
一

般 に 実 用 酵 母 は 胞 子 形 成 能 が 低 く、さ ら に 胞 子 を 形 成 し て も 発 芽 率 が

　 低 い た 菊璋含 能 を持 つ 減 数 分．裂 分 離 株 を 得る こ と は 困 難 で あ る。 こ れ は 性 的 交 雑

　 に よ る 膏 種 の 障 害 と な っ て い る 。演 者 ら は 融 含遺伝 子 を 利 用 し て、 接 合 能 を 有 す

　 る 採 を 艨 便 に 選 択 す る 方 法 を 確 立 し た の で 報 告 す る。

　　 【方 法 お よ び 結 果 】 a ．接 合 型 特 異 的 遠 伝 子 群 の 一
つ で a フ ァ ク タ ーの 分

．
泌 に 関 与

　 す る ∫  6 遺 伝 子 、 α 接 合 型 特 異 的 遺 伝 子 群 の 一つ で ．a フ ァ ク タ ー
を コ ー

ド す

　 る 　 艀 α ／ 選 伝 子 に つ い て、そ れ ぞ れ の プ ロ モ
ー

タ
ー

部 に 抑．制 性 酸 性．ボ ス フ ァ タ

　 ーゼ を コ
ー

ド す る．PVP
’
5 毒振 子 の 搆 造 部 を 連 結 じ た 融 合 遺 伝 子 を 携 築 し．セ・ル レ

　 ニ ン 耐 性 を 付 与 す る．peR ・t 遣 伝 子 を選 択 符号 と し て 協 会 7 号
．
株 に 導 入 し た。得 ら

　 れ た 形 質
．
転換 体 を 午 チ ル メ タ ン ス ル

．
フ ォ ネ イ ト で 処 理 し、酸 性 ボ ス フ ァ タ ーゼ 活

　 憐 色 に よ 嚇 色 を 呈 す る ・ ・ ニ ーを 1・・ 軈 択

．
した ・

．
選択 し た ・ ・ ＝

− e・ ？ ・・

　 て ‘ セ ル レ ニ ン 耐 性 を 持 つ 接 含 型 テ ス タ ーに よ る 接 合 型 試 験 を 行 っ た 結 果． a あ

　 る い は α 製 を 示 す 株 を そ れ ぞ れ 5
．
株 ず っ 見 いだ し た。そ れ．ら の 株 の 鮒 厂 遣 伝

　 子 座 を サ ザ ン．解 析 に よ り 調 べ た と こ ろ、 a 型 を 示 し た 株 は 全 て a ／a で あ っ た。

　 a 型 を 示 し た 5 株 の う ち 3 株 は i±／α で あ っ た が、Z 株 は a ／a で あ らた。 こ

　 れ ら の 菌 株 欟 で 交 雑 を 行 い 協 会 7 号 株 の 四 倍 体 を 造 成 し た。
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